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ご 

挨 

拶 

理
事
長 

小 

島 

蘭 

幸 
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
震
、
台
風
、
豪
雨
と
各
地
で
大
き
な
被

害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
先
日
、
会
員
の
多
く
が
被
災
し
た
あ
る
柳
社
か

ら
「
半
年
振
り
に
句
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
い

お
便
り
を
頂
き
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

竹
本
瓢
太
郎
副
理
事
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
達
、
柳
友
の
ご
逝
去

も
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
日
川
協
の
行
事
で
は
、
全
日
本
柳
人
写
真
名
鑑
の
発
刊
、
第
42
回
全

日
本
川
柳
２
０
１
８
年
熊
本
大
会
、
第
33
回
国
民
文
化
祭
お
お
い
た
２

０
１
８
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
と
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
無

事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

日
川
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信
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12
月
10
日
の
理
事
会
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
副
理
事
長
を
決
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
文
学
賞
選

考
委
員
も
、
体
調
、
年
齢
等
を
考
慮
し
て
二
名
の
交
替
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
今
年
は
、
現
在
全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
（
平
成
柳
多
留

第
21
集
）
と
第
12
回
川
柳
文
学
賞
を
募
集
中
で
す
。
ど
ち
ら
も
締

め
切
り
は
一
月
末
日
（
消
印
有
効
）
で
す
の
で
、
ご
応
募
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

６
月
16
日
に
は
、
第
43
回
全
日
本
川
柳
２
０
１
９
年
浜
松
大
会
、

10
月
６
日
に
は
、
第
34
回
国
民
文
化
祭
に
い
が
た
２
０
１
９
を
開

催
致
し
ま
す
。
是
非
出
席
し
て
柳
友
と
の
交
流
、
大
会
を
楽
し
ん

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
加
盟
吟
社
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
加
盟
し
て

い
な
い
吟
社
が
あ
れ
ば
是
非
、
私
ま
た
は
事
務
局
へ
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
理
事
長
名
で
加
盟
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。
組

織
拡
充
の
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

本
年
が
穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

日
時 

平
成
30
年
12
月
10
日
（
月
）
12
時
か
ら 

場
所 

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル 

 
 

 

出
席
理
事
＝
13
名 

出
席
監
事
＝
１
名 

 

議
長
に
小
島
理
事
長
を
選
出
、
次
の
議
案
を
審
議
し
た
。 

議
案
第
１
号 

平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
３
号 

平
成
31
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

そ
の
他 

 
 

副
理
事
長
の
件 

 
 

 
 

 
 

特
別
表
彰
及
び
マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
者
表
彰
の
件 

 
 

 
 

 
 

第
十
二
回
川
柳
文
学
賞
の
受
付
状
況
及
び
委
員
交
替
の
件 

 

第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
、
そ
の
他
ま
で
慎
重
審
議
の
結
果
、
議

長
の
報
告
通
り
可
決
成
立
。
最
後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
３
時
に

閉
会
し
た
。 

 

平
成
三
十
年
度 

第
三
回 

理 

事 

会 

（
副
理
事
長
・
常
任
幹
事
） 

 
 

 
 

 

平
成
30
年
９
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 
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日川協加盟柳社一覧表訂正・変更       平成 30年 6 月以降 

頁 柳 社 名 箇所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

23 

 

25 

26 

 

35 

東 京 川 柳 会 

 

中 越 栁 壇 吟 社 

福 野 川 柳 社 

 

松江しんじ湖番傘川柳会 

代 表 

事務所 

代 表 

代 表 

事務所 

新入会 

石川 川柳 〒336-0911 さいたま市緑区三室 2113-32      TEL&FAX 048-873-9350 

平  宗星 〒167-0031 東京都杉並区本天沼 2-42-1 

鈴木俊日出 〒955-0814 三条市金子新田乙 379 TEL 0256-34-2538 FAX 0256-33-5025 

笹島  隆 〒939-1734 富山県南砺市竹林 315            TEL&FAX 0763-52-1561 

伊藤のり子 〒939-1552 富山県南砺市柴田屋 510              TEL 0763-22-3345 

内田 久枝 〒690-0012 松江市古志原 6-10-59            TEL&FAX 0852-23-6107 

 

編 

集 

後 

記 
 

★
昨
年
の
漢
字
一
字
「
災
」
が
示
す
よ
う

に
災
害
が
多
い
年
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
被

害
を
受
け
た
川
柳
家
も
見
受
け
ら
れ
、
大

変
な
年
だ
っ
た
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

★
今
年
は
平
成
ラ
ス
ト
の
年
、
五
月
か
ら

新
し
い
年
号
が
ス
タ
ー
ト
。
川
柳
界
も
気

分
を
新
た
に
し
た
い
も
の
だ
が
、
何
分
に

も
少
子
高
齢
化
と
い
う
壁
が
あ
っ
て
組

織
の
運
営
や
大
会
の
事
業
も
ス
イ
ス
イ

と
行
か
な
い
の
が
現
状
だ
。 

★
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
制
限
さ
れ
、
国

文
祭
も
従
来
の
運
営
で
は
予
算
的
に
苦

し
く
、
日
川
協
と
し
て
も
継
続
す
る
の
に

四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
こ
ん
な
状
況
で
今

年
は
事
業
も
節
約
ム
ー
ド
に
な
り
そ
う

だ
。 

 
 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
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◎
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賞
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文
部
科
学
大
臣
賞 

一
本
の
ペ
ン
か
ら
に
ん
げ
ん
が
香
る 

 
 
 

和
歌
山 

 

 
 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

感
電
死
し
そ
う
チ
ャ
ン
ス
の
ど
真
ん
中 

 
 

山 

口 

大
木
加
代
子 

 
 

大
分
県
知
事
賞 

生
き
て
い
く
狼
煙
を
上
げ
る
台
所 

 
 
 

 

大 

阪 

中
井 

佳
子 

 
 

第
33
回
国
民
文
化
祭
大
分
県
実
行
委
員
会
、 

 
 

第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

復
興
へ
土
の
香
り
を
確
か
め
る 

 
 
 
 

 

東 

京 

上
村 

 

脩 

 
 

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

戦
場
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
な
ど
い
ら
ぬ 

山 

口 

岡
田 

 

薫 

 
 

別
府
市
長
賞 

逃
げ
た
の
か
貫
い
た
の
か
旅
の
月 

 
 
 

 
佐 

賀 

真
島
久
美
子 

 
 

第
33
回
国
民
文
化
祭
、 

 
 

第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
別
府
市
実
行
委
員
会
会
長
賞 

針
の
な
い
介
護
の
旅
は
た
だ
無
言 

 
 
 

 

宮 

城 

沼
崎 
愛
子 

 
 

別
府
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

旅
は
ま
ほ
ろ
ば
人
間
の
殻
を
脱
ぐ 

 
 
 

 

愛 

媛 

永
井 

松
柏 

 
 

全
日
本
川
柳
協
会
理
事
長
賞 

斎
場
の
煙
わ
た
し
は
生
き
て
い
る 

 
 
 

 

新 

潟 

山
田 

雅
子 

 
 

大
分
県
番
傘
川
柳
連
合
会
会
長
賞 

見
栄
脱
ぐ
と
湯
船
に
ふ
わ
り
浮
く
あ
ぶ
く 

 

熊 

本 

黒
川 

孤
遊 

第３３回 国民文化祭おおいた 
湯けむりたなびく温泉地別府 川柳の祭典（平成 30 年 10 月 21 日） 

事前投句 1,790 名、当日 396 名 


